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そ
の
た
め
に
は
教
育
条
件
整
備
の
た
め
に
教
育
予
算
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
地
方
財
政
の
窮
乏
を
背
景
と
し

て
地
方
自
治
体
の
義
務
教
育
費
の
支
出
に
不
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
全
国
ど
こ
で
も
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
均
等
に

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
一
九
五
三
年
度
（
昭
和
二
十
八
年
度
）
に

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
義
務
教
育
諸
学
校
等
に

勤
務
す
る
教
員
、
学
校
事
務
職
員
、
学
校
栄
養
職
員
の
給
与
費
や
旅

費
・
教
材
費
な
ど
を
国
庫
負
担
対
象
に
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
教

育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
上
で
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）
の

「
臨
時
行
政
調
査
会
」
さ
ら
に
「
行
財
政
改
革
」
以
来
、
国
は
財
政

再
建
や
教
育
行
政
の
地
方
分
権
化
を
理
由
に
、
毎
年
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
見
直
し
が
問
題
と
さ
れ
、
制
度
内
容
が
後
退
さ
せ
ら

れ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
度
に
は
退
職
手
当
、
児
童
手
当
が
一
般
財

源
化
さ
れ
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
は
給
与
費
本
体
し
か
残
っ
て

い
な
い
。

さ
ら
に
今
日
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
そ
の
も
の
の
廃
止
を

含
め
た
見
直
し
論
議
が
中
央
教
育
審
議
会
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

秋
に
も
結
論
が
出
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
な
ら
、
全
国
各
自
治
体
の
財
政
事
情
に
よ
っ

て
は
教
育
費
が
保
障
さ
れ
ず
、
機
会
均
等
が
崩
れ
て
い
く
こ
と
が
大

い
に
危
惧
さ
れ
る
。「
三
位
一
体
改
革
」
な
ど
に
よ
る
地
方
分
権
の
推

進
を
求
め
る
に
し
て
も
、
教
育
の
財
源
を
保
障
す
る
こ
と
は
国
の
責

務
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
、
こ
の
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
教
育
関
係
二
十
二
団
体
（
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
・
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
・
全
国
都
市
教

育
長
会
・
全
国
連
合
小
学
校
校
長
会
・
全
日
本
中
学
校
長
会
・
教
職

員
団
体
等
）
か
ら
も
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

全
国
規
模
の
要
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
度
（
平
成
十
八
年
度
）
国
家
予
算
編
成

に
お
い
て
、
教
育
予
算
の
増
額
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

を
求
め
、
教
育
の
機
会
均
等
を
引
き
続
き
確
保
す
る
と
と
も
に
、
教

育
水
準
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
の
財
政
力
を
強
化
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
書

二
〇
〇
四
年
八
月
二
十
四
日
、
地
方
六
団
体
が
政
府
に
提
出
し
た

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
」
の
中
に
、
移
譲
対
象
補

助
金
と
し
て
中
学
校
教
職
員
給
与
費
相
当
分
の
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
金
が
八
千
五
百
億
円
盛
り
込
ま
れ
た
。
同
案
は
、
第
二
期
改
革
期

に
は
小
学
校
分
に
つ
い
て
も
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
の
で
、
最
終
的

に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
全
面
廃
止
を
求
め
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
八
五
年
度
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
大
蔵
省
（
当
時
）
が
「
教
壇
に
立
た
な
い
職
員

ま
で
国
庫
負
担
す
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
、
学
校
事
務
職
員
・
栄

養
職
員
の
人
件
費
を
適
用
除
外
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
以
来
二
十

年
以
上
に
わ
た
っ
て
攻
防
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
大
蔵
省
・
財
務

省
の
意
図
が
阻
ま
れ
て
き
た
の
に
は
、
毎
年
全
国
多
数
の
市
町
村
議

会
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
国
庫
負
担
外
し
反
対
」
の
意
見
書
が
大
き
な

力
を
発
揮
し
た
。

い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改
革
の
経
過
の
中
で
、
地
方
六
団
体
の
側
が

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
全
廃
を
提
起
し
た
こ
と
に
、
学
校
関
係

者
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
き
ち
ん
と
し
た
税
源
移
譲
を
実
現
し

地
方
の
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
、
国
の
不
必
要
な
関
与
を
排
し
、
自

主
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
た
い
と
す
る
動
機
か
ら
の
主
張
で
あ
る

が
、
な
ぜ
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
な
の
か
理
解
に
窮
す
る
。

全
国
知
事
会
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
廃
止
論
を
声
高
に
唱
え

た
松
沢
知
事
の
下
、
二
〇
〇
四
年
度
神
奈
川
県
で
は
教
員
千
七
百
四

十
一
名
、
事
務
職
員
百
二
名
、
栄
養
職
員
二
十
九
名
と
い
う
大
量
の

欠
員
を
生
じ
て
い
る
（
五
月
一
日
現
在
）。
原
因
の
ひ
と
つ
は
人
件
費

抑
制
の
た
め
の
正
規
職
員
採
用
手
控
え
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
欠
員

に
つ
い
て
は
臨
時
的
任
用
等
身
分
不
安
定
で
安
上
が
り
な
非
正
規
教

職
員
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
全
国
的
に
も
見
ら
れ
る
状
況
で
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
教
育
力
の
低
下
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
国
庫
負

担
制
度
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
が
か
か
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
こ
に
き
て
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改
革
の
実
態
が
、
地
方
へ
の

負
担
転
嫁
に
よ
る
国
の
財
政
再
建
策
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
声
が

強
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
度
、
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対

策
債
二
兆
九
千
億
円
が
一
挙
に
削
減
さ
れ
、
予
算
編
成
に
苦
慮
す
る

自
治
体
が
続
出
し
た
。
税
源
移
譲
が
先
送
り
さ
れ
る
一
方
、
財
務
省

等
は
地
方
交
付
税
の
あ
り
か
た
を
、
ほ
と
ん
ど
言
い
が
か
り
に
近
い

口
調
で
攻
撃
し
、
一
層
の
削
減
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五

年
四
月
七
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
民
間
四
議
員
が
提
出
し
た

「『
国
と
地
方
』
の
改
革
に
向
け
て
」
で
は
、
市
町
村
大
合
併
を
受
け
、

「
総
務
省
は
、新
た
な
不
交
付
団
体
拡
大
の
目
標
と
工
程
を
明
示
す
る
」

よ
う
求
め
て
い
る
。「
地
域
の
多
様
性
を
尊
重
せ
ず
、
自
立
と
尊
厳
の

精
神
を
否
定
す
る
よ
う
な
市
町
村
合
併
の
推
進
」（
全
国
町
村
会
）、

そ
れ
が
今
度
は
地
方
交
付
税
削
減
に
結
び
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

仮
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
見
合
う
税

源
移
譲
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
地
方
交
付
税
に
大
な
た
が
振
る
わ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
の
財
源
は
縮
小
し
、
学
校
教
育
に
振
り
向

け
ら
れ
る
予
算
も
削
減
さ
れ
て
し
ま
う
。
地
方
の
自
由
度
が
増
す
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
教
育
予
算
を
減
ら
す
自
由
に
す
ぎ
な
い
。
地
方

へ
の
こ
れ
以
上
の
負
担
転
嫁
を
許
さ
ず
、
地
方
の
財
政
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
維
持
す

る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
面
か
ら
続
く
）

５
・
１６

米
第
一
軍
団
司
令
部
等

移
転
に
反
対
す
る
署
名

提
出（
外
務
省
・
防
衛
庁
）

議
会
運
営
委
員
会
行
政

視
察
…
京
都
府
八
幡
市

（
〜
１７
）

１９

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
栃
木
県
栃

木
市
（
〜
２０
）

２３

議
会
運
営
委
員
会

２５

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
…
日
比
谷
公
会
堂

２７

厚
木
基
地
周
辺
五
市
議

会
議
長
会
基
地
対
策
協

議
会
総
会

３０

第
二
回
定
例
会
本
会
議

６
・
２

広
域
大
和
斎
場
組
合
例

月
出
納
検
査

３

第
二
回
定
例
会
本
会
議

６

第
二
回
定
例
会
本
会
議

７

第
二
回
定
例
会
本
会
議

９

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１０

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１３

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１６

議
会
運
営
委
員
会

１７

米
第
一
軍
団
司
令
部
等

移
転
に
反
対
す
る
要
請

行
動
（
米
大
使
館
）

２０

第
二
回
定
例
会
本
会
議

２７

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

２９

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

７
・
４

厚
木
基
地
周
辺
五
市
議

会
議
長
会
基
地
対
策
協

議
会
行
政
視
察
…
宮
城

県
東
松
島
市
（
〜
５
）

６

市
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
党
合

同
行
政
視
察
…
北
海
道

函
館
市
・
恵
庭
市（
〜
８
）

８

京
都
府
宇
治
市
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

１１

総
務
常
任
委
員
会
行
政

視
察
…
福
井
県
福
井
市
・

富
山
県
富
山
市
（
〜
１３
）

市
民
経
済
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
愛
媛
県
今

治
市
・
徳
島
県
勝
浦
郡

上
勝
町
（
〜
１３
）

１４

沖
縄
県
北
谷
町
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

１５

米
第
一
軍
団
司
令
部
等

移
転
に
反
対
す
る
要
請

行
動（
外
務
省
・
防
衛
庁
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２０

基
地
対
策
特
別
委
員
会

要
請
行
動
（
防
衛
庁
・

防
衛
施
設
庁
ほ
か
）

２１

建
設
水
道
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
福
島
県
い

わ
き
市
・
三
春
町（
〜
２２
）

２８

山
口
県
岩
国
市
議
会
議

員
行
政
視
察
来
庁

議議
会会
日日
誌誌

◎

採

択

請
願
第
２
号

「
ゆ
と
り
あ
る

教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予

算
増
額
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願

陳
情
第
１７
号

地
方
の
財
政
力

を
強
化
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
陳
情

◎

継
続
審
査

陳
情
第
１３
号

定
率
減
税
縮
小
・

廃
止
の
中
止
、
消
費
税
の
大
増
税

を
や
め
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書
採

択
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
１４
号

郵
政
の
民
営
化

に
反
対
し
、
国
民
本
位
の
郵
便
局

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
１５
号

確
実
な
税
源
移

譲
、
交
付
税
の
拡
充
に
よ
る
自
治

体
財
政
の
確
立
、公
務
・
公
共
業
務

を
後
退
さ
せ
る
「
市
場
化
テ
ス
ト
」

反
対
、
地
域
経
済
等
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
「
給
与
見
直
し
」
に
反
対

す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
１６
号

ラ
イ
フ
レ
ビ
ュ

ー
広
野
台
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に

反
対
す
る
陳
情

陳
情
第
１８
号

「
障
害
者
自
立

支
援
法
」（
案
）
に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
１９
号

住
民
基
本
台
帳

法
改
正
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情陳

情
第
２０
号

「
米
国
産
牛
肉

の
拙
速
な
輸
入
再
開
に
反
対
し
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
」

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
第
２１
号

座
間
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
最
高
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
「
総
会
」
は
、
民

主
主
義
社
会
に
相
応
し
単
に
事
務

局
案
を
「
賛
成
！
賛
成
！
」
で
一

般
会
員
は
も
の
が
言
え
な
い
雰
囲

気
は
排
し
、
就
労
は
事
務
局
の
さ

じ
加
減
の
不
透
明
さ
を
改
善
す
る

よ
う
指
導
を
求
め
る
陳
情

請請
願願
・・
陳陳
情情
のの
結結
果果

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会

で
審
議
し
ま
し
た
請
願
及
び

陳
情
は
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会
の
開
催
予
定

９
月
２
日
�

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

８
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１２
日
�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

１４
日
�

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

１５
日
�

市
民
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

１６
日
�

基
地
対
策
特
別
委
員
会

２１
日
�

議
会
運
営
委
員
会

２２
日
�

議
会
運
営
委
員
会

２６
日
�

議
会
運
営
委
員
会

２９
日
�

本
会
議
（
討
論
・
採
決
）

議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
七
階
の
議
場
入
口
正
面
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。（
各
委
員
会
の
傍
聴
は
、

六
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
で
、

審
査
を
す
る
た
め
の
請
願
・
陳
情

は
八
月
二
十
四
日
（
水
）
ま
で
に

議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・お問い合わせ 議会事務局 �２５２－８８７２（直通）
・市のホームページでも、市議会情報を提供しています。
アドレス http : //www.city.zama.kanagawa.jp/

議会を傍聴しましょう
請請請願願願・・・陳陳陳情情情ののの
提提提出出出にににつつついいいててて
おおお願願願いいい
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